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Abstract　 Leamers’ defensive　responses 　（self
−handicapping

，
　 procrastination，

　 and

defensive　pessimism）are　among 　big　problems　in　teachng　English．　 This　stUdy　aimed 　to

explore 　how 　defensive　responses 　are　related 　to　dislikes，　values 　and 　dithculty，　and 　how 　the

defensive　responses 　and 　other 　factors　are 　related 　to　their　leaming　aUitUdes 　and

development　oftest 　scores ．　A 　questio皿 aire 　was 　admj 皿 istered　to　112　tenth　graders．　 The

result 　showed 　that　task　values 　exerted 　a　great　influence　on 　them．

1．は じめに

　英語学習 にお い て ，有能感や 自己効力感 の み に よっ て 学習者の 学習遂行量や学習能力 の 伸び を

単純に予測 できるとは限 らない 。例 えば，学習者 は，自己の プ ライ ドを守 ろ うとして ．ス トレ ス

や不 安に対 して防衛的反応を示 すこ とが ある。その 防衛的反応に は，セ ル フ ・ハ ン ディ キ ャ ッ ピ

ン グや遅延 などが あ り ，
これ らの 行動 は しつ けの 問題 として対処 され るこ とが多か っ た。実際に

は ， 防衛的反応は ， Fujli（2012）が指摘 して い るよ うに，英語学習にお ける学習不安 と関連が ある

こ とが分か っ て い る。英語学習にお ける学習不安は ， 自己効力感や有能感 と言 っ た 自信 と関係 し

て い るこ とか ら，防衛 的反応が英語学習における 自信 と関係 して い る こ とが予測 され る の で ある 。

しか し，英語学習にお ける防衛的反応は，他の 情意面 とどの よ うな関係 があるの か十分に検討 さ

れて こなか っ た と言える 。 具体的には，セ ル フ ・ハ ンディ キャ ッ ピ ン グや遅延な どの 防衛的反応

が英語学習に対する興味や嫌悪，価値，自信と どの よ うな関係が あるの か十分に解明 されて こ な

か っ たの で ある 。 特に ， 英語学習は学習者の 現在や将来に とっ て 様 々 な価値を持 ち得る もの で あ

り ， 英語学習の 課題価値教育は ， 思春期以降にお け る教育にお い て ， 学習者の 行動を改善す るた

め の 重要な教育的可能性 を内在 して い ると考えられ るの で ある。

　そこ で ，本研究で は，防衛 的悲観主義やセ ル フ ・ ハ ンデ ィキ ャ ッ ピ ン グ， 遅延 と い っ た防衛的

反応が ，英語学習 へ の 自信や嫌悪感，困難度 ， 価値 とどの ような関係 にあるの か探求 した い と考

える 。 また
， そ うした 要因が

， 英語学習へ の 勤勉な学習態度やテ ス ト得点の 伸び に 関与 して い る

か探求 したい と考える 。
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2 ．先行研究と定義

　本研究で は ， 先述の 通 り， 防衛的反応 と課 題 価値等の 関係に つ い て探求す るが
，

こ こ では まず，

本研究で取 り上げる要因に つ い て ， 定義や先行研究の 概要をみて おきた い 。

2．1　防衛的反応 （セル フ
・
ハ ンディキ ャ ッ ピングと遅延，防衛的悲観主義）

（1 ）セ ル フ ・ハ ン ディ キ ャ ッ ピ ン グ

　ある課題が ど うして もや らなけれ ばな らない 大切なもの で あ っ て も， 人は ， あえて 上手 くい か

な くなる よ うな妨げに なる こ とを行 っ て しま うこ とがあ り，そ の よ うな行動 はセ ル フ ・ハ ンデ ィ

キ ャ ッ ピ ン グ （self−handicapping）と呼ばれ て い る 。 例 えば ， テ ス トとい っ た達成行動の 場面にお い

て ，そ の 前か又 はそれ とほ ぼ同時に ， 自己 の 能力 の 欠如や学業成績の 低 さに対する言い 訳 となる

行動を行 うこ とがある （Covington， 1992）。 こ の セ ル フ ・ハ ン ディ キ ャ ピ ン グは防衛的方略 の 1 つ

で あり ， 自己価値防衛 （self −wonh 　pr。tection）や防衛的悲観主義 （defensive　pessimism）も防衛的方略

に含まれ る と考えられ て い る （Covjngton，2000）。

　英語学習で は，学習者は，言語活動やテ ス トに対 して 様 々 な ス トレ ス や不 安を感 じてお り ， そ

れ らの ス トレ ス や不安が学習者の 学習行動や学業成績 の 伸び に影響 を及ぼして い るこ とが指摘 さ

れて きた 。 こ うした 中で ， 防衛的方略の 1 つ で あるセ ル フ ・
ハ ン ディ キャ ッ ピン グは，特定の 課

題 を遂行する際，逆境と思える ような状況 におい て ，自己 の能力の イ メ
ージを守るた めに予 防的

な措置 を講 じる過程 と して 定義 されて い る （Berglas＆ Jones
，
1978 ；Jones＆ Berglas

，
1978）。

セ ル

フ ・ハ ン デ ィ キ ャ ッ ピ ン グ （self −handicapping）は，個人の 自己理論 を守ろ うとする過程 であ り， 成

績が重視され る活動領域で 成功で きるか ど うか確信を持て ない 場合，  差 し迫 っ てや らなけれ ば

な らない 課題に対 して ， うま く行 きそ うに なく失敗しそ うで ある と考 えざるを得ない 状況 である

と，自己 の 能力の せ い で失敗 しそ うなの で はない と思われ るように状況を変更 しよ うと した り，

また，  万
一

そ の 遂行状況が良く今後とも伸びて い くと考え られ る状況で ある と，そ の 課 題 と自

己 の 能力 との 関係が さらに高まる ように，みせ か けの 障害を置 こ うと した りす る と説明 され て い

る （Snyder，1990）。

（2）遅延

　遅延 （procrastination）は，
一
般的に は セ ル フ ・ハ ン デ ィ キ ャ ッ ピ ン グに含まれると考え られて い

る。 しか し，英語学習で は ， 遅延 の 問題 は ，
レ ポー

トの 提出等に 関係 し て お り単位認定 に影響し

得 る問題 で あ る。そ こ で ，本研究で は，遅延をセ ル フ ・
ハ ンディ キ ャ ッ ピ ン グか ら独立 させ て考

えるこ とに した。こ の 遅延 は，教育現場 では ， 教科指導の 問題か ら切 り離 し，本人 の 怠惰で生 じ

て い る と考 えて ，叱 っ た り課題 を課せ た りして指導す る こ とが多い 。遅延 して しま う人は，提出

な どが遅れて しま うと，状況が悪 くなる と分か っ て い るに も拘わ らず ，意図され て い る行動 の 流

れか らはずれて ， 自発的に提 出を遅 らせ て しま うの で ある。 遅延 して しま う人は ， 仕事 が うま く

い かずに楽 しくなく， 仕事に低い価値 しか置かず仕事を しな い で ， 意図された行動 の過程 を 自発

的に遅 らせ て しま うと考え られて い る （Steel， 2007）。 また ， 遅延 （procrasti皿 tion）を含む セ ル フ
・
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ハ ンデ ィ キ ャ ッ ピ ン グ （self−handicapping）は， 自己統制 の 問題で あると見做 され る こ ともあ り
，
こ

うした場合英語 学習 へ の 心的態度（mind −set）か ら切 り離 して 考えられ る こ とが多い 。そ の
一方で ，

遅延 は，セ ル フ ・ハ ンデ ィ キ ャ ッ ピ ン グや公 的な 自意識 と正 の 関係 が ある こ とが分 か っ て い る。

また，遅延は，自尊心や 自信，満足 な どが低い と生 じる傾向が ある と指摘され て い る （FerTari，2010）。

さらに，遅延は，自己効力感や有能感 と負の 相関に ある こ とが指摘 されて い るの である。

（3）防衛的悲観主義

　防衛的悲観主義 （de艶nsive 　pessimism）は ，遂行が阻害され ない よ うに不安を利用 しよ うとし，

危機的な状況にな ると期待を非現実的なほ ど低下 させ る方略で ある と定義され て い る （Norem ＆

Cantor
，
　1986）、学習不安は，概 して学習行動や学業成績に対して 負の 影響を与 える と言われて きた

が ， 実際には学習の遂行 を抑制するだけで はな く促進する働 きがある （Mach 瞭 e，1995）。 学習不 安

へ の 防衛的反応 として用い られ る防衛的悲観主義は，学習不安 を調節 しなが ら，自己の 学習に対

する動機づ けの水準の高 さを維持 し， 継続的に努力 を し ， 学業成績を伸ばす特徴をもっ た方略で

ある 。 また ， 防衛的悲観主義は ， 認知や情動 ， 動機づ けな どに影響を及 ぼし，特定の課題や文脈

にお い て コ ス トや利益をもたらすと考えられて い る （Norem ，2009 ）。 さらに ， 防衛的悲観主義 の 出

現率 は研究によっ て異な っ て い るが，荒木 （2008）の 研究では 31％が防衛的悲観主義者 に分類さ

れてお り ，
40 人学級で 12 人程度の 防衛的悲観主義の 生徒がい ると推測 される の で ある 。

　 防衛 的悲観主義 はセ ル フ ・ハ ン デ ィ キャ ッ ピ ン グ と同様の 動機づ けの プ ロ フ ィ
ール を持 っ て い

る と考え られ て い る 。 そ の
一

方で ， 防衛的悲観主義は達成動機の 接近動機づ けの 働きを果た させ

る もの であるが ，
セ ル フ ・ハ ン デ ィキ ャ ッ ピ ン グは達成動機 の 接近動機づ けの 働 きを果た させ る

もの で はな く，逆に遂行達成しに くい よ うに働くの で ある （Elliot＆ Church
，
2003）。

（4 ）防衛機制モ デル と動機づ けの 方向性

　精神分析 にお い て は，階層性 （hierarchy）を仮定 した 防衛機制 （defensive　mechanisms ）モ デル が

作 られ て お り，その モ デル で は 防衛機制に よ る行動 はよ り健全で 適応的な水準の 行動 にな り得 る

と考え られ て い る （Valliant，
1977）。 こ の モ デル に基づ い て セ ル フ ・ハ ン デ ィ キ ャ ッ ピ ン グ と遅延，

防衛 的 悲 観 主 義 を考 え る と ， 第 3 水 準 の 神 経 症 的機 構 （neurotic 　 mcchanis   ） の 知 的化

（interlectualization）の 中に 行わない こ と （  doing）や合理化 （rationaliZation ）が含ま れてお り，セ ル

フ ・ハ ン ディ キャ ッ ピ ン グや遅延 が第 3水準に 当て はまる と言えるで あろ う。また ，第 4 水準の

成熟機構 （mature 　mechamism ）には昇華 （sublimation ）や期待 （anticipation ）が含まれて お り，防衛

的悲観主義は第 4 水準に 当て はま ると言 えるで あろ う。

　こ の よ うに セ ル フ ・ハ ン ディ キ ャ ッ ピ ン グ と遅延，防衛的悲観主 義は ，防衛機 制モ デ ル か ら考

える と ， 階層的な水準の 問題 が 関与 して い ると考え るこ とが で きる 。 し か し，これ らの 防衛的反

応 は ， その 課題 に対す る取 り組む方向性 か ら考える と，セ ル フ ・ハ ン ディ キ ャ ッ ピ ン グや遅延は

回避の 動機づ け と関係があ り，防衛的悲観主義は接近の 動機づけ と関係が あ り， 動機づ け として

は方向性が全 く逆方 向で ある と言える の で ある 。 こ の こ とと防衛機制の 水準を併せ て考える と，

英語学習における防衛的反応 は ， 適応機制の 行動 と考える こ とが で き，よ り適応的な行動 に変化
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させ る こ とが可 能で ある と考 えられ ， 教育等の 何 らか の 取 り組み に よ っ て 防衛的反応の 行動の 種

類を変え る こ とが で きると言 える で あ ろ う、

2．2 嫌悪感

　好悪感情は ， 遺伝的に決定 され る もの が あるが
， 大半は学習に基づ くと考え られて い る （Rozin，

1982）。また，好悪感情は，ある対象に つ い て 価値的な判断を行い ，総合的に評価がな され た もの

と考え られて い る。例 えば，他者 へ の 好悪感情は，そ の 人 に対す る価値 （value ）に基づ い て判断

され る こ とが明 らか に され て い る （Fensterheim＆ Tresselt，1953）。 さらに ， 努力すればで きるとい

う有能感は，価値がある と考えられ称賛を生むが，成功 の ために余分な努力を しなければならな

い こ とは，部分的なが ら，思春期や学童 の 子 どもた ちが拒否する こ とが多い価値を受容する こ と

に なる の で
， 拒否や嫌悪感を生む こ とが ある こ とが知 られ て い る （Weiner， 2005）。

　英語学習における防衛的反応は ，学習不安と関係 して い る とは言 えるが ， 英語 学習には様 々 な

他の 要因が関与 して い る可能性が ある e 例 えば，英語学習 に対する嫌悪感が防衛的反応 に影響 を

して い る可能性が ある 。 藤居 （2014）は ， 英語学習嫌悪感が英語学習困難度と正 の 関係が あ り，英

語学習 自己効力感 とは負の 関係が あるこ とを見 出して い る。 また ，英語学習自己効力感や英語学

習有能感 が高 く英語学習困難度が低 い場 合， 英語学習嫌悪感が低く英語学習勤勉性 が高い こ とを

見出 して い る。さらに，英語学習における課題価値 との 関係 におい て，興味価値や日常的利用価

値 ， 私的獲得価値が低い 場合，英語学習嫌悪感が 高く英語学習勤勉性が低い こ とを見出 して い る 。

しか し，英語学習に対す る嫌悪感 が，英語学習にお ける防衛的反応 （遅延 ，
セ ル フ ・ハ ン ディ キ

ャ ソ ピ ン グ，防衛的悲観主義）とどの よ うな関係 に ある の か に つ い て はまだ十分に解明 され て い

る とは言 えない
。 また ， 英語学習嫌悪感 が英語学習に どの よ うに影響して い る の か に つ い て も解

明されて い る とは言 えない 。

2．3　課題価値

　課題価値 （task　value ）は，あ る個人が ある課題 を選択する可能性 を増減 させ る の に寄与 して い る

課題 の 性質 （quality）と して 定義され て い る （Feather，1988）。 英語教育で は ，英語学習が楽 しか っ

た り面 白か っ た りすれ ば学習する ように なると考え られて きて お り，英語学習にお い て は ， 課題

価値に 関する研究 として楽 しさや面 白さ （興味価値）が 中心的に取 り扱われ てきた と言 えるで あ

ろ う。 今 日まで の ところ ， 英語教育におい て は ， その 他 の課題価値につ い て研究が十分にな され

て い る とは言 えな い で あろ う。英語教育におい て 課題価値に 関する研 究を行 えば ， 学習者が英語

教育に どの よ うな課題価値を持 っ て い るか調べ て探求 し，その成果 に基づ い て教材開発や指導方

法を工夫する こ とがで きる と考え られ るの で ある．

　こ の 課題価値は ， 獲得価値 （at面   ent 　value ）と興味価値 （interest　value ）と利用価値 （uti正ity

value ）とに分類 されて きた （Wigfield　and 　Eccles
，
1992）。 獲得価値とは ， 課題 に従事す るこ とが 自己

イ メ
ージ と

一
貫 陸を持 っ て い るた めに，そ の 課題 が持 ち得 るこ とが で きる価値とされ ，ある特定
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の 課題 に対 して上手 に行 っ た り参加 した りす る こ とに個人的な重要性 を置い て い るよ うな課題の

価値の こ とで ある 。 また ， 興味価値 （ilterest　value ）とは ， 課題 を行 っ た りす るこ と に よ っ て 得ら

れ る楽 しみや ， その 課題 を行 っ て い る際に経験す るこ とが期待 される楽しみを感 じ させ る よ うな

課題 の 価値の こ とで ある。利用価値 （utility　value ）とは，自己の 長期的目標 を促進 させ た り，個人

が即時的や長期的 に外的報酬を手に入れ る上 で 役立 っ た りする よ うな課題 の 価値で あ り， 自己 の

将来の 個人的な計画に適合 して い る課題の 価値の こ とで ある。日本では ，伊田 （2005）が課題価値

の 概念 を精緻化 し，高校 生用の測定尺度を構成 し，興味価値 （  興味価値尺度），獲得価値 （  私

的獲得価値尺度，  公 的獲得価値尺度），利用価値 （  制度的利用価値尺度，  学業的利用価値尺

度，  職業的利用価値尺度，  日常的利用価値尺 度）の 7尺 度を構成 して い る 。 こ の 研究成果を

もとに ，藤居 （2012）は，小 中学生に も使用 で きる よ うに尺度構成を行 い ， そ の 測定尺 度を使 っ て

研究を進め て い る 。 課題価値は，そ の 他の 情意的側面 と関係 がある こ とが指摘 されて い る 。

2．4　自信 （自己効力感，有能感，自尊心）

　学習者の 自信の 指標 として これ まで数多くの構成概念が作 り出され ， 英語学習との 関係に つ い

て研 究がな され て きた 。 こ こで ，Schunk，　PinUich，　 and 　Meece （2010，　p．379）に よる 自己効力感

（self−efficiency ）や有能感 （competence ）， 自尊心 （self
−esteem ）の 定義 を見て お きたい

。 自己効力感

は ，ある指定 され た水準で学習 した り遂行 した りす る行為にっ い て認知 された能力 として定義 さ

れる。次に，有能感は，有機体が環境に対 して効果的に相互的に作用 し合う能力 と して定義され

る。さらに，自尊心 は，自分 自身に関する全般的で ，より情緒的な反応や評価 として定義 されて

お り，自己価値に類似してい る と述 べ られ て い る。

　有能感は ， 利用価値 （use 制 ness ）よ りも興味価値 （interest）とよ り強い 関係が ある こ とが指摘さ

れて い る （Wigfield，　Eccles，　Ybon，　Harold，　Afbreton，　Freedman−Doan，＆ Blumerifeld，1997）。 また ， 興味

価値 と重要性 （importance）との 関係の 方が，有能感 と興味価値 との 関係や利用価値 と重要 陸との

関係 よりも強い こ とが 明 らかに されて い る （Eccles＆ Wigfiel4　1995）。

　防衛 的反応は 自信 と関係が あるとす る研究結果が数 多くある。例 えば，遅延 は自己効力感 と負

の 関係 があ り （Walters，2003），また，セ ル フ ・ハ ンデ ィ キャ ッ ヒ
゜
ン グも自己効力感 と負 の 関係 があ

る こ とが明 らか に され て い る （Kuczka ＆ Treasure
，
2006；Smith，　Sinclair，

　＆　Chapman
，
2002）．

　これ らを総合 して 考え る と，英語学習 における学習不安は ，英語学習 における困難度や嫌悪感 ，

自己効力感 有能感 と関与 して い る と考え られ，遅延やセ ル フ ・ハ ンディ キャ ッ ピ ン グに対す る

問題は ，単に しつ けや 自己制御力だけの 問題 であると考えるよ りも，学習者が英語学習に対 して

抱い て い る心的態度が影響 して い る可能性 を示唆 して い る と考える こ とがで きる 。 もし， その よ

うな心的態度が遅延やセ ル フ ・
ハ ン デ ィキャ ッ ピ ン グに影響 して い る とすれば，遅延等に対する

指導は ，
叱責や追加課題 とい っ た罰に頼っ た指導だけで は なく， 英語学習に対する心 的態度や自

己評価に関連させ た指導も行 っ て い けば教育効果が上 が る と考える こ とがで きるで あろ う。 そ う

した指導を具体化させ て い くため には，英語学習にお ける 防衛的反応が英語学習に関わる様 々 な
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情意的側面等 との 関係 を調 べ て い く必要がある と言えよ う。

3 ，目的

　本研究の 目的は，英語学習にお ける防衛的反応 （セ ル フ ・ハ ン ディ キ ャ ッ ピ ン グ，遅延 ，防衛

的悲観主義）が英語 学習へ の 嫌悪感 と困難度 ， 自信 とどの よ うな関係に あ る の か探求す る こ とで

ある。また，英語学習における防衛的反 応が
， 英語学習に対する課題価値 とどの よ うな関係 にあ

るの か探求す る こ とで ある 。 さらに ， それ らの 全て の 要因 が英語 学習の 勤勉性や学業成績の 伸び

に関係 して い るの か探求 し， 教育的示唆 を得 る こ とで ある 。

表 1 ．各尺度の項 目例 と項 目数，平均，標準偏差等

尺度名等 項 目例 項 目数 、lf5P

　英 語 学習嫌悪 感

　英語 学習困難度

　英語学習有能 感

英語 学習 自己効力感

　　　自尊心

　 　 興味価 値

　 日常的利用価値

　職業的利用価値

学業的利用価値

制度的利用価値

　 公 的獲得 価値

　 私的獲得価値

セ ル フ ・ハ ン ディ キャ

　　　ツ ピ ン グ

　　　 遅延

　 　 防衛 的悲観

　 英語学習勤勉性

英語 の 授 業 は，私 は どう も好きで はな い 。

英語 の 授業は，私 に はわ か らない とこ ろが 多い 。

私 は，英語 の 勉強は，クラス の 中で で きる方だ と思 う。

私 は 英語 で よい 成績が とれ る と思 う。

私には ，人 に 自慢で き る とこ ろが た く さん あ ります。

英語 の 授 業 で は、勉強 して お も しろい と感 じれ る よ うな こ とを勉 強 して い る。

英語の 授業で は，実際の 生活で 役立 っ こ とを勉強 し て い る。

英語 の 授業で は，将来，仕 事で 使 うよ うな こ とを勉強 して い る。

英語の授 業では，ヒの学校 （大学な ど）で勉強 するこ とがわ か るよ うにな るよ

うに勉強 してい る。

英語の 授業で は，仕事 にっ い た り上 の 学校 （大学など〉に 行 くの に必 要なこ と

を勉 強 して い る 。

英語 の 授 業で は，勉強 す る と　 人か ら尊 敬 され る よ うな こ とを勉 強 し て い る。

英語の 授業で は ，勉強する と自分を成長 させ る よ うなこ とを勉強 して い る。

テ ス トや物事などが うま くい か なか っ た とき，私は，保護者 （父，母など）や

先生やク ラブなどの せ い だと考 える。

私 は，期限が迫 っ て くる まで ，宿題 や用 事な どをなか なかや り終 えな い 。

私 は，うま くい かな くな っ た ときの 自分 の 様 予や 心 を思 い 浮 かべ る。

英語の 勉強は ，私は
一

生懸命に がん ばって 勉強 して い る。

33

33Ol

333

3

3

33

5

3Ol3

8．9010

．65

6．797

．7724

．75

8．839

，7110

．07

lO、ユ5

10．55

7，479

．16

13，12

9．1036

．5610

、49

11

398

516

17

349

447

32

226

222

2，42

2．55

2．242

．47

4．19

2．876

．972

．55

学業成績の 伸び ．05　　　13．28

4 ．方法

4．1 調査協力者
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　調査協力者は，A 県 B 高校 1年生 の ll2名で あ り
， 英語力は実用英語検定で 3 級か ら準 2 級程

度で ， 大半が大学へ の 進学を希望 して い る 。

4．2　質問紙とテス ト

　ア ン ケ
ー

ト調査 は， 5 件法 （5 点 ： あて は まる， 1点 ： あて はま らない）で 評定 して もらっ た。

英語学習 自己効力感の 項 目は，森 （2004）や廣森 （2006）らの研究結果を基に尺度構成 し， 英語学

習有能感の 項 目は，廣森 （2006）や桜井 （1993）らの研 究結果 を基に尺度構成 し，英語学習 自尊心

の 項 目は ， Rosenberg（1965）らの 項 目を基 に尺度構成した （藤居，2014）。 また，英語学習勤勉性

尺度 と英語学習嫌悪感尺 度 とは藤居 （2014）が中学校や高等学校で よ く見 られ る勤勉性 に関す る

行動 を精査 して構成 した尺度を用 い た 。 課題価値は ，伊田 （2004）が構成 した尺度を もと に藤居

（2011）が構成した尺度を用い ，防衛的反応の 3 尺度はFujii（2012）が構成 した尺度を用い
， 英語学

習困難度尺度は藤居 （2012）が構成した尺度を用い た
。 なお

， 各尺 度の 項 目例 と項 目数 ， 平均値 ，

標準偏差 ， 並 び に成績の 伸び の 平均値 と標準偏差は表 1 に示 した通 りで ある 。

　また ， 英語 テ ス トは ， 授業内容の 定着度を調 べ る 目的で作成された テ ス トで あ り，授業で 学習

した語 彙や発音 ， 文法 ， 読解 ， 表現力に 関する記述式テ ス トで あ る 。 第 1 回 の 英語 の テ ス ト （100

点満点，平均51．69点 ， 標準偏差 13．58）を実施 した 1週 間後にア ン ケ
ー

ト調査 を実施 し，第 2 回 目

の テ ス ト （100点満点 ， 平均5L74 点 ， 標準偏差16．44点）は第 1 回 の テ ス ト後約 9 カ月後 に実施 した。

こ の 期間の 英語テ ス ト得点の伸 びに つ い て は，便宜的に第 2 回 テ ス ト得点か ら第 1回 テ ス ト得点

の 差 （以下，学業成績の 伸び と呼ぶ）を算出して 使用 した。

4，3　分析方法 ： 相関分析

　防衛的反 応の 3 尺 度 （セ ル フ ・ハ ン ディ キ ャ ッ ピ ン グ， 遅延，防衛的悲観主義）と英語学習 自己

効力感，英語学習有能感 ， 自尊心 ， 英語学習嫌悪感，英語学習困難度に関する尺 度得点を算出 し，

尺度間の 単相関係数及び偏相関係数 を算出す る とともに ，
正 準相関分析を行 っ た、正準相関分析

で は，便宜的に ， 学習者 を中心 に して構成 された概念 として英語学習への 嫌悪感 と困難度，自信

を 1 っ の 検討グル
ープ と し，他方，課題 を中心 に して 構成 された概念 とし て英語学習課題価値を

も う1 っ の 検討グル
ープ と して分析を行 っ た、

5 ．結果

5．1　相関係数

　自信 に関す る 3 尺度 （英語学習 自己効力感尺度 ， 英語 学習有能感尺度，自尊心尺度）， 英語学習

勤勉性尺度，英語学習嫌悪感尺度，英語学習困難度尺度 ， 英語学習課題 価値の 7 尺度 （興味価値

尺度，私的獲得価値尺度，公 的獲得価値尺度，制度的利用価値尺度 ， 学業的利用価値尺度，職業

的利用価値尺度，日常的利用価値尺度）との 間の 単相関係数と偏相 関係数 を算出 し，無相関検定

を行 っ た。 そ の 単相関係数と無相関検定，偏相関係数の 結果は表 2 に示 した通 りで ある。表 2 を
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見れば分か る よ うに ， 単相関係数で見る と， 英語学習勤勉性尺 度 と課題価値尺度と の 関係に つ い

て は ， 公 的獲得価値尺度 を除 く残 り 6 っ の 英語学習課題価値尺度が有意で あ り，英語学習課題価

値が英語学習の 勤勉性 と有意 な関係 にあ り， 偏相 関係数を見 る と 日常的利用価値尺度と制度的利

用価値尺度 には 正 の 関係 があ るが ，公的獲得価値尺度 と私的獲得価値尺度とに は負の 関係が ある

こ とが分か っ た。ま た，英語学習嫌悪感尺度と英語学習課題価値尺度 との 間に っ い ては，単相関

係数か ら見る と興味価値尺度 と日常的利用価値尺度，私的獲得価値尺度と の 間に負 の 有意な関係

表 2 ，尺度間の単相関係数 （右上） と偏相関係数 （左下），無相関検定結果

　 尺度名　　　　勤勉性 　 嫌悪感　 困難度　 有能感　H 己 効力 　 自尊 心 　興眛価値 目 常利 用 職 業禾1亅用 学業 利用 制度 利用 公的 獲得 私 的獲 得

蠶冩緇 鵬　1澹  飄 一瀦 一1鐙 ゴll＊ ξ鵜 ごll梦ゴ1野 1：紳

：il＊＊

認1 冥搬
英語学習困難度　　　 13　　　 36　　 100 　　

−、51　 ＃
− 58　 zz − 3g　 zz 　．IS　　

−，　efi　　 、14　　　 14　　　．14　　　 m 　　
＿．04

英轟欝犠 穩　ゴ！1 コ1： 1

繋　 111

”

：：濃 ：拠 1訟 ：ll　L ．ll　 ．1；　 黙 ：蠶
　 　 自尊・心　　　　　　　　憾 　　　　　　19　　　　

−
　22　　　　　　14　　　　　、IS　　　　1，00　　　　　．21　＊　　．19　＊　　　12　　　　　03　　　　　、偲 　　　　　，30　＃ 　　．11

認鶏 値

一

：1
−
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懇［驪
・1 ：1 ・li

 

il−ll
公的獲得価値　　

一ll　 　　 17　　　 13　　　 19　　
− 04

私的獲得価値　　　
一15　　

− 24　　　 、06　　
−，14　　　 、06

名

蝦
23
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’
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＃
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−26　　　 10D　　　　．41　 ＃

．26　　　　　　．46　　　　　−　01　　　　　−．09　　　　　　，32　　　　　　．14　　　　　1　GO
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があるが，偏相関係数 から見 ると興味価値尺度 と職 業的利用価値尺度，私的獲得価値尺度 とは負

の 関係 が あ り， 日常的利用価値尺度，制度的利用価値尺度，公 的利用価値尺 度 とは正 の 関係 にあ

るこ とが分か っ た。こ の こ とか ら，英語学習に対す る嫌悪感に つ い て は ， 英語 学習に興味を見出

して い た り将来仕事で英語 を使 う上 で役立 つ と考えて い た り自分の成長させ る価値 が あると考 え

て い た りして い る学習者は，英語学習に は嫌悪感を抱か な い 傾向が ある が
， 英語 学習す る こ とが

日々 の 生活や授業，入試 に役立っ と考えた り人か ら尊敬 され る ようなこ とを勉強 した りして い る

と考 えて い る学習者は ， 英語学習 に嫌悪感 を覚え て い る傾 向が ある こ とが分か っ た 。 さらに，英

語 学習困難度尺 度 と英語学習課題価値尺度 との 関係 に っ い て ，単相関係数か ら見る と英語 学習困

難度尺度 は英語学習課題価値 と関係 がない が ，偏相関係数か ら見 る と職業的利用価値尺度 と公 的

獲得価値尺 度に は正の 関係 が あ り， 日常的利用価値尺度には負の 関係がある こ とが 分か っ た
。

こ

の こ とか ら，英語学習す るこ とが 日 々 の 生 活や授業に役立 つ と考えて い る学習者は英語学習に難

し さを感 じ な い傾向にあるが，将来仕事で英語を使 う上で役立 っ と考え て い る学習者は英語学習

の 難 しさを感じて い る こ とが分か っ た 。 こ の こ とか ら， 英語学習の 困難度は，自己 の 将来 の 目標

や英語学習の 目的に よ っ て困難度 の 感 じ方が異なっ て い ると考え られる。

　次に ， 英語学習有能感尺度 と英語学習自己効力感尺度 と英語学習課題価値尺度 との 関係 につ い

て は，単相関係数か ら見る と，学業的利用価値尺度 と制度的利用価値尺度を除く英語学習課題価

値尺度 との 間に有意な関係が あるが
， 偏相 関係数か ら見る と，英語 学習有能感尺度は公的獲得価

値尺度 との 間に正 の 関係 があり，私的獲得価値尺度 との 間に負の 関係があっ た 。
こ の こ とか ら，

英語学習が人か ら尊敬 され る よ うなこ とを勉強して い る と考えて い る学習者 は英語学習 へ の 有能
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感を感 じて い るが ， 英語学習が 自己 の 将来の 個人的な計画に適合 して い る課題であると考えて い

る学習者は英語学習へ の 有能感が低 い 傾向があるこ とが分か っ た。また，英語学習 自己効力感尺

度と英語学習課題価値と の 関係につ い ては ， 偏相関係数か ら見る と， 職業的利用価値尺度 との 間

に正 の 関係があ っ た。この こ とか ら，英語学習 自己効力感 を感 じて い る学習者 は，英語学習が将

来仕事で英語 を使 う上で役立 つ 価値が あると考 え て い る傾向が ある こ とが 分か っ た。

　 さらに ， 自尊心尺度 と英語学習課題価値尺度 との 関係 につ い て は，単相関係数か ら見る と，自

尊心尺 度は興味価値尺 度 と日常的利用価値尺度 ， 公 的獲得価値尺度には有意な正 の 関係がみ られ

たが ， 偏相関係数か ら見る と公的獲得価値尺度 と正 の 関係が あ り，学業的利用価値尺度とは負の

関係 があ っ た 。
こ の こ とか ら， 人 と比 べ て 自分 自身に価値が あると考えて い る学習者は，英語学

習が将来学業を進 めて い く上で役立つ 価値がある と考 えない で，人か ら尊敬 を勝ち得 る上 で 役立

つ 価値があると考える傾向があるこ とが分か っ た。

観主義尺 度）を 目的変数

とし ， 自信 に関する 3 尺

度 （英語学習 自己 効力感

尺度 ，英語学習有能感尺

度 ， 自尊心 尺度）と英語

学習困難度尺度 ， 英語学

習嫌悪感 を説明変数 とし

て
，

正 準相関分析を行っ

た結果は，表 3 に示 した

通 りで ある e 正 準相関係

数が有意で あっ た の は，

F1 に関する結果 であ り，

便宜的に 正 負を逆転 させ

て解釈すれば，英語学習

5．2　正準相関分析

　防衛的反応と 自信，困難度，嫌悪感との 関係を探求するた めに，防衛的反応 の 3尺度 （セ ル フ ・

ハ ンディ キ ャ ッ ピ ン グ尺

　　　　　　　　　　　　　表 3 ，防衛的反 応と自信な どに関す る正準相関分析
度，遅延尺 度，防衛的悲

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 変数 　　　　　　　　 尺 度　　　　　　　　　Fl 　　　 F2 　　　 F3

説 明

英語学習嫌 悪感

英語学習困難度

英語学 習有能感

英語学 習 自己効 力感

自尊 b

一．14

−．51

−．14

．Ol

．62

一．95

−．41

．30

，63

．04

一．17

．03

、59

．11

．53

　　 　 セ ル フ ・ハ ンデ ィ キ ャ ッ ピ ン グ 　　
ー．78

目的　　遅延 　　　　　　　　　　　　　　　
一．33

　　 　 防衛 的悲観主義　　　　　　　　　　
一．84

一．62

−．32

．53

31

98一

41

　 　　 Re （X 〆 Y ）

冗長性

　 　　 Re （Y ／ X ）

．03

．10

．03

．02

．OO

、OO

正 準相関

有意 性

．46

＊＊

．30 ．10

　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 （
＊＊

：p く ，01，　 ＊
：p ＜ ．05）

困難度を感 じて い て 自尊心が低い場合，セ ル フ ・ハ ンディ キ ャ ッ ピ ン グと防衛的悲観主義 との 両

方の 傾向を持 っ て い る と考えられ る。また ，
F2 につ い て も ， 正準相関係数が有意 で はな くかな

り人数的には少 ない と考え られ るが，英語学習嫌悪感が低 く英語学習 自己効力感が高い 場合 ， 防

衛的悲観主義が高 くセ ル フ ・
ハ ンデ ィ キ ャ ッ ピ ン グが低い傾 向にある こ とが分か っ た 。 同様に ，

F3 に っ い て も，正準相関係数が有意で はなくかな り人数的には少 ない と考え られ るが ，英語学
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習有能感 と自尊心が高 い

場合 ， 遅延傾向が低い こ

とが分か っ た 。

　防衛的反応 の 3 尺度を

目的変数とし ， 英語学習

課題価値 の 7 尺 度 （興味

価値尺度 ， 私的獲得価値

尺度 ，公的獲得価値尺 度 ，

制度的利用価値尺度， 学

業的利用価値尺度，職業

的利用価値尺度 ， 目常的

利用価値尺度）を説 明変

数 として 正 準相関分析 を

行 っ た結果は，表 4 に示

す通 りで ある。まず F1

の 結果につ い て ，便宜的

に正 負を逆転 させ て考え

表 4 ． 課題価値 と防衛的反応とに関する正準相関係分析結果

変 数 尺度 F1 F2 F3

　　　　興味価値

　 　 　 　 日常的利 用価値

　　　　職業的利用価値

説 明　　 学業 的利 用価値

　　　　制度的利用価値

　　　　公的獲得価値

　　　　私的獲得価値

一．56

−．81

−．74

−．91

−．84

−．31

−．76

一．11

．29

．18

−．09

−．06

−．53

−．19

．02

−．08

、17

．16

．14

．38

−．44

　　　 セ ル フ ・ハ ン デ ィキ ャ ッ ピ ン グ

目的　　 遅延

　 　 　 防衛 的悲観 主義

一，17

．17

−．92

一．55

−．96

−．39

．82

−．20

−．08

　 　 　 　 Re （XfY ）

冗長性

　　　　 Re （Y ／ X ）

．14

．08

．Ol

．05

．00

，01

正準相 関

有意性 ＊＊

．51 ，32 ．21

る と，公 的獲得価値を除 い た英語

学習課題価値が高い 場合 ，防衛的

悲観主義傾 向が 高い こ とが分か っ

た。次に， F2 につ い て も，正 準

相関係数が有意では ない ので人数

的に は少 ない と考えられ るが，便

宜的に正 負を入れ 替えて考える と ，

公 的獲得価値が高い 場合 ，遅延や

セ ル フ ・ハ ン デ ィ キャ ッ ピ ン グが

高い 傾向が あ る こ とが分か っ た 。

さらに，F3 に つ い て も ，
正 準相

関係数が有意で はない の で人数的

に は 少ない と考え られ るが，公 的

獲得価値が 高く私的獲得価値が低

い 場合に は，セ ル フ ・ハ ン ディ キ

ャ ッ ピ ン グが高い 傾向が ある こ と

が分か っ た。

　ま た ， 英語 学習にお ける嫌悪感

　　　　　　　　　　　　　　　　　（
＊ ＊

：p く ，01，　
＊

：p く ．05）

表 5　嫌悪感と困難度 自信と防衛的反応，学業成績伸び，

　　勤勉性に関する正準相 関

変数 尺度 F1 F2

説 明

英語 学習嫌悪感

英語 学習困難度

英語 学習有能感

英語 学習自己効力感

自尊心

セ ル フ ・
ハ ン デ ィ キ ャ ッ ピ ン グ

遅延

防衛的悲観主義

一．59

−．29

．58

．64

．34

−．24

−．59

．35

．27

−、51

．20

−．02

．24

−．45

−．31

−．19

目的

学業成績の 伸び

英語 学習 勤勉性

．251

．00

一．97

−．03

　　　　 Re （X ／Y ）

冗 長性

　 　 　 　 Re （Y ／ X ）

．10

．22

．Ol

．03

正準 相関

＊＊

．65 ，25

（
＊＊

：p ＜ ，01，　
＊

：p く ．05）
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や困難度 ，自信，防衛的反応 の 要因が学業成績 の伸び と勤勉性 の 要因に どの よ うな関係 に あるか

を調 べ た結果は・表 5 に示 した通　　表 6 ，課題価値と防衛的反応，勤勉性，伸びの正準相関

りで ある、まず，F1 につ い て ，

英語学習に嫌悪感が低く自己効力

感や有能感 が高く， 遅延傾向が低

い 場合には ， 勤勉性が高い 傾向に

ある こ とが分か っ た 。 また，F2

に っ い て は ，
正 準相関が有意で は

ない の で人数的にはかな り少ない

と考えられ るが，便宜的に正負 を

変 えて考 える と， 困難度が高 くセ

ル フ
・

ハ ン デ ィ キ ャ ッ ピ ン グが高

い と成績の 伸びが高くなる傾向が

あ っ た。

　さらに
， 英語学習課題価値と防

衛的反応を説明変数 とし，勤勉性

と学業成績の 伸び を 目的変数と し

て正準相関分析を行っ た 結果は ，

表 6 に示 した通 りである 。 まず，

F1 に つ い て ， 公 的獲得価値以外

の英語学習課題価値が高 く遅延が

変数 尺度 F1 F2

　 　　 興味価値

　 　　 　 日常的利用価値

　 　　 職業的利 用価値

　 　　 学業的利用価値

　 　　 制度的利用価値

説 明

　 　　 公 的獲得価値

　 　　 私的獲得価値

　 　　 セ ル フ ・ハ ン ディ キ ャ ッ ピ ン グ

　 　 　 遅 延

　 　　 防衛的悲観

．43

．75

，55

．40

．44

．18

．48

−．29

−．65

．35

一．05

−．04

．46

．53

．36

−．29

，04

．22

−．05

．30

　 　 　 学業成績の 伸び

目的

　 　 　 英 語学 習勤 勉性

．Ol

，96

1．00

．26

　　 　 　 Re （X ／ Y ）

冗長性

　 　 　 　 Re （Y ／ X ）

．08

．17

．01

．06

正 準相 関

＊＊

，60 ．33

（
＊ ＊

：p く ，OI，　
＊

：p く 、05）

低い 場合 ， 勤勉性が高 くなる傾向が 見 られた 。 次に ，
F2 に っ い て ， 正 準相関が有意で は ない の

で 人数的に はか な り少ない と考え られ るが，学業的利用価値 と職業的利 用価値が高い 場合，学業

成績の 伸び が高い 傾向が見られ た。こ の こ とか ら，英語学習に対 して ，将来大学に 進学 した り就

職 した りした時に英語が使える よ うに なる価値を見出 して い る者は，英語の 学業成績が伸びる傾

向があるこ とが分か っ た。

6 　考察

6．1　英語学習課題価値と英語学習勤勉性

　本研 究の 偏相関分析結果をもとに して，各尺度の 関係 を 1対 1の 関係 か ら見れば ， 高校 1年生

の 英語 学習にお い て，次の 傾向があ る こ とが分か る。まず，英語を勤勉 に学習 して い るの は，英

語学習が 日々 の 生活や授業 ， 入試 の た めに役 立 つ と考え る傾 向が ある と言 える。他方，英語 を勤

勉に学習 し て い ない の は ， 英語学習が 人 か ら尊敬 され た り自分が成長 した りす る上 で 役立 っ と考

える傾向が あ る と言え る。また ，英語学習が 面白い か ら勉強す る と考 える学習者もどち らか とい

えぱ英語学習を勤勉に しない傾 向に あるこ とが分か っ た 。 高校 1年生段 階で英語を勤勉 に学習す
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るた め に は
，

日 々 の 授業や小テ ス トにお い て 自己 学習が必要で あるよ うな課題 を宿題 と して出 し

た り， 3年後の 入試 で高い 英語力が必要で あるこ とを認識 させ た りす るこ とが有効で ある と考え

られ る 。 また ， 本研究の 結果 を違っ た観点か ら考え る と，英語学習を行えば自分 自身が成長で き

る と考えて い る学習者 に，その 目的を叶えるこ とが で きるよ うな教材 を提供で きれ ば ， そ の学習

者 は英語学習 へ の 勤勉性 が よ り高 くな る可能性 も考えられ よ う。 言 い 換 えるな らぼ，本研究の 結

果 は，本研究で 協力を い た だ い た高校の 英語科で 取 り扱 っ て い る教科書や副教材 ， 指導法等と の

関係が あると考え られ ，さらに様々 な観点か ら教材や指導法を工 夫 しなが ら総合的に探求して い

く必要がある と言えよ う。

6，2　英語学習課題価値と英語学習嫌悪感

　本研究の 偏相 関分析か ら，次の こ とが言 え よ う。 まず ， 英語 学習が 日々 の 生活や授業，入試 に

役 立っ と考えた り人 か ら尊敬 を得る上で 役 立 っ と考えた りする学習者 は，英語学習 へ の嫌悪感 を

感 じる傾向があ る こ とが分か っ た 。 他方 ， 英語学習が 自己 の 興味の あるこ とを学ん で い ると考え

た り，将来仕事で英語 を使 う上で役立つ と考 えた り，自己 を成長 させ る上 で 役立 つ と考えた りし

て い る学習者は ， 英語学習に 対 して 嫌悪感を覚え て い な い 傾向がある こ とが分か っ た。こ の こ と

は ， 従来か ら指摘 されて きて い る ように，英語嫌い に して い る理 由 として ， 英語 学習におい て生

徒に 多 くの 宿題 をや らせ な が ら，テ ス トや入試 に向けた指導を行 っ て生徒を追 い 込み，個々 の 学

習課題にお い て 学習者に十分に達成感を感 じさせ な い まま学習 を進め ざる を得ない 現場の 実態が

あ り，そ うした 実態が反映 されて い る とも考え られ よう。

　また，本研究の 結果は ， 将来英語 を使 っ て仕事が したい とす る思い を持たせ る こ とに よ っ て ，

英語学習へ の 嫌悪感は 軽減 され る可 能性 がある こ とを示唆 して い ると言 え よ う。 中学校や高校に

お けるキ ャ リア 教育で は ， 学校の 近 隣に ある様 々 なお店で 職場体験を させ る こ とが 多 く，職場体

験 を通 し て 仕事 を行 っ て い く上 で 英語が必 要で ある と感 じさせ る こ とは ほ とん どない で あろ う。

キ ャ リア教育にお い て，身近な職場での職業体験 の意義は大 きい と言えるが，視聴覚教材等を通

して ，英語が必要 と される仕事に将来就職したい と思わせ る ような職場 を紹介するな どして，英

語学習の 職業的利用価値を育成 して い く必要が ある と考え られ る。また，英語の 教科書の 中に ，

英語を学習す る価値 を高め るた め の 教材や資料を入 れ ， なぜ英語を学習す る必 要がある の か を
一

層明確に示 した 教科書作 りが望まれ る とも言えるで あろ う。

6．3　英語学習課題価値 と自信 （英語学習有能感 英語学習自己効力感，自尊心）

　本研究の 相関分析 におい て ，英語学習にお ける 自己効力感や有能感 は ， 学習者が持っ て い る英

語学習課題価値 と深 い 関係 がある こ とが分か っ た。言い 換えれ ば， 自己効力感や有能感は ， 単に

自己が有 して い る英語 力に だけ依存 し て い るの で はな く，自己効力感 で あれ ば将来仕事 で 英語 を

利用 するか ど うか
， また ， 有能感で あれ ば英語 を勉強す る こ とは尊敬 され るもの で ある か とい っ

た英語学習課題価値の 影響 を受けなが ら学習者が判断 して い る と言え よ う。 さらに ， 自尊心 と英
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語学習有能感 と英語学習自己効力感は非常に関連性が深い が ，次の よ うな違い が ある こ とが分か

っ た。 自尊心や英語学習有能感の 高い 学習者は ，英語学習が人か ら尊敬 され る上で 役立 っ て い る

と考え る傾向が あり，他者と の 関係の 中で 自己 の優越感情を満足 させ るた め に学習 して い る傾向

がある と考えられ る。他方，英語学習自己効力感 の 高い 学習者は，英語 学習が将来仕事で英語 を

使 う上で役立つ と考えて い る傾向が ある こ とが分か っ た 。 こ うした こ とか ら，英語学習にお ける

職業的利用価値は ，英語学習の能力に対する 自信や効力感 をもっ た学習者が獲得し易い課題価値

で あると考え られ る （Covington， 2001）。 また ，将来的に英語 を使っ て商社等で働い て い きた い と

い う思い が英語学習に対する努力を高めて英語学習 へ の 自己効力感を高めて きて い る と考える こ

ともできよ う。

6．4　防衛 的悲観主義 と自尊心

　本研究の 正準相 関分析の 結果 か ら， 防衛 的悲観主義は ， 英語学習の 課題が学習者に とっ て比較

的難 し く， 自尊心が低 く， 成績や結果に対す る期待等 を低 く設定で きる揚合 に行われる方略で あ

る こ とが分か っ た。
Norem 　and 　Cantor（1986）らの研究では ， 防衛的悲観主義が ， 楽観主義と同様

に，自尊心 とは関連が小 さい とす るデータを示 してお り，防衛的悲観 主義の 定義その もの と矛盾

す る結果 を示 し て い た 。 本研 究の 結果は ， 防衛的悲観主義の 定義に基づ い た結果である と言える 。

こ うした研究結果の 違い が生 じたの は，Norem　and 　Cantor（1986）カs自尊心 と防衛的反応 とを 1対

1 の 関係 で検討 したた めに矛盾 した 結果に な っ た と考えられ ，他方，本研究で は正 準相関分析 を

用い て それ らを多対多の 関係で検討 した た めに本来の 定義に即 した結果 になっ た と考え られ る。

　また ， 防衛的悲観主義が防衛 的反応の 1 っ で あ り，表 3 を見れば分か るよ うに，自尊心の 低い

人が 自己防衛の 方略を用い る とい う研究結果に
一
致 して い る 。 例えば ， Baumeister

，
　Tice

，
　and 　Hutton

（1989）は ， 自尊心が高い 人は 自己高揚 （self−enhancemerit ）を目指し，自尊心が低い人 は 自己防衛

（self−protection）を 目指す と述 べ て い る。 こ の 結果は，防衛的悲観主義 に関す る Norem 　amd 　Canter

（1986）の 定義に
一
致す る結果で あるとともに，本研究結果に も

一
致す る もの で ある 。

　さらに ， 表 3 の F1 の 場合 ，
セ ル フ ・ハ ン ディ キ ャ ッ ピ ン グと防衛的悲観主義が ともに見 られ

る傾 向が ある こ とが分か っ た 。 他方 ， 表 3 の F2 の 場合 ， 防衛的悲観主義が見 られ るが セ ル フ ・

ハ ン ディ キャ ッ ピ ン グは見 られ ない 場合 ， 英語学習に つ い て 自己効力感を感 じなが らも英語学習

に対 して嫌悪感 を抱かない 傾 向がある こ とが分か っ た 。 こ の こ とか ら防衛的悲観主義は
， 本研究

か ら少な くとも 2 種類 の 異なる タイプが存在 して い るこ とが推測 された 。

6．5　防衛的反応と英語学習課題価値

　英語 教育で は，英語学習や英語授業を面 白くした り楽 しい もの に した りすれ ば ， 授業に対す る

学習者は動機づ けが高まる と考えられ て きた。こ れ は ，課題価値の 観点か ら見れば ， 英語学習が

興味価値を持つ 場合 ， 動機づ けが高まる と見做 されて きた と言える。本研究で は ， 問題 の ところ

で説 明 した ように ， 課題価値に 関する測定尺 度は精緻化 されて お り，
7 尺度が尺度化な され てお
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り，興味価値以外の課題価値に つ い て も検討 し て い る。英語教 育にお い て は，こ れ ま で 課題価値

と防衛的反応が どの ような関係 にあ り，それ らが 学習 へ の 勤勉性や成績 の 伸び との 関係 が どの よ

うなもの にな っ て い るの か，まだ十分に研究が な され て い ない と言 えよ う。

　本研究の 結果 ， 表 4 を見れば分か る よ うに
， 防衛的悲観主義と関係 して い る の は公 的獲得価値

を除 く 6 種類の 英語学習課題価値で あるこ とが分か っ た。本研究の 結果か ら防衛的悲観主義が成

功に対す る期待 を変え て 学習不安を低下 させ る方略を用い て 学習行動を維持 させ よ うとするが ，

防衛的悲観主義者 は ， 英語学習が有する課題価値 を幅広 く認識 し，自分の 考え方 として い る と考

え られ る。価値 （value ）は，個人の 遺伝的な特徴 と相互 に作用 し合い なが ら，価値をもっ た情報

に触れた結果 として 習得 され ると考え られて い る （Brown ，
1996）。 こ の こ とか ら， 英語教育に対す

る価値教育を行 うこ とは可能で ある と予測 され る。その こ とを踏ま え，先述の 防衛的反応に 関す

る階層性 を考える と， 価値教育に よる遅延やセ ル フ ・ハ ン ディキャ ッ ピ ン グへ の 取 り組み の 可能

性 が考え られ よ うe ただ し本研究の結果か ら，防衛的悲観 主義は，英語学習 に対する課題価値を

匿問
一
般 の 人た ちが認 め て い ると学習者が認識 し て も，そ の 学習者が そ の 課題価値を自分自身 の

価値 と し なければ学習者 の行動の 変容に は影響 しに くい と考え られ ， 自分 自身 の 体験を通 して ，

自分自身が重ん じる課題価値に し て い くため の 取 り組みが必要で あると考え られ る。

6．　6　英語学習に おける勤勉性 と嫌悪感

　本研究にお ける英語学習勤勉性に 関す る 正 準相 関分析の 結果は ， 従来か らの 動機づ けにお け る

研 究成果とほ ぼ同 じ結果で あっ た。具体的 には，英語学習有能感や英語学習 自己効力感が 高く英

語 学習嫌悪感や遅延が低い 場合，英語学習 に お け る 成績の伸び が ほ とん ど関係 して い ない が，英

語学習にお ける勤勉性が高い傾向にあ る こ とが分か っ た 。 こ の ことは ， Band   （1977）の 自己効力

感の モ デル に基づ い て考 えれば，自己効力感の 関与によ り勤勉性 とい う学習行動が導かれた と考

えるこ ともで きる 。 とこ ろで ， 表 5 の F1 の 場合にあるよ うに，英語学習にお け る 自己効力感 と

勤勉性が共に高い 場合，英語学習嫌悪感 と遅延が低い 傾 向が あるこ とが分か っ て い る 。 また ， 英

語学習嫌悪感 と遅延 との 単相 関係数は r ＝．13 で 有意で は なか っ た。こ の こ とか ら，遅延は ， 単に

英語に対す る嫌悪感が原因 となっ て生 じて い るとは 言えない であ ろ う．

6．7　勤勉性の要因

　本研究の 正 準相関分析の 結果か ら，日々 の英語学習にお い てま じめに取 り組む態度を支えて い

る要因につ い て 考えて みた い
。 表 6 を見れ ば分か る よ うに ， 日常的利 用価値 の 構造変数が最 も高

い 数値 となっ て お り，職業的利用価値，私的利用価値 ， 制度的利用価値，興味価値の 順となっ て

い る。こ の こ とか ら，英語学習へ の 課題価値が英語学習の 勤勉性 と関係がある と言えるで あろ う。

一
般的に人は高い価値を持 っ て い る こ とをより多 く行 う傾 向が あると指摘され て い る 。 例 えば

，

Watson　and 　Ager（1991）は，価値が遂行頻度 と有意な関係が ある こ とを見出してお り， 調査協力者

の年齢層 は異なるが ， 10 の 役割の 中で 9 つ まで 高 い 相関関係 にあ る こ とが 見出され て い る。こ れ
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らを総合 して 考えれば，高い 課題価値を持 っ て い れ ば勤勉に学習す ると考え る こ とが で きる で あ

ろ う。 また ，
こ の こ とは ， 高校 1年生 段階にお い て ，英語学習が 日々 の 生活や授業に役立 つ よ う

に し ， 将来仕事で英語 を使 う上 で役立つ 授業にすれ ば，学習者は よ り
一

層勤勉に英語学習に取 り

組む よ うに なる と推測 されるで あろ う。

6．8　学業成績の伸び

　本研究で 用い た 英語テ ス トは ， 単に授業で 取 り扱 っ た教材の 理 解度や定着度を見るた め の テ ス

トで あ り， 発音問題 ， 語 彙問題 ， 語 法問題 ， 整序問題 ， 空書補充問題 ，長文 問題，和文英訳問題

か らで きて い た 。
こ の テ ス ト得点 の 伸び にっ い て は ， 正 準相関係数が有意で は な く， 人数的に も

少数で あるこ とが推測 され るが，表 5 を見れ ば分か るよ うに，英語学習が難 しい と感 じなが ら，

セ ル フ ・ハ ン デ ィキ ャ ッ ピ ン グ傾向が 見 られ る学習者は点数が伸び て い ると言 える。 こ の こ とか

ら，
セ ル フ ・

ハ ン ディキ ャ ッ ピ ン グを行動化 させ る もの が困難度を感 じる状況下にお い て 学業成

績 を伸ばす ように機能 し て い る こ とが予測 され よ う。

　他方 ， 表 6 の F2 を見れば分か る ように ， 英語学習課題価値か ら考える と成績が伸びて い る タ

イプ は，英語学習に対 して 学業的利用価値や職業的利用価値や制度的利用価値 を持 っ て い る者で

あ り， 英語学習が入試や大学や仕事 にお い て役に立 つ と考えて い る学習者は成績が伸びて い た の

で ある。また ， 表 6 を見れば分か るように ， 興味価値 は構造変数がマ イナ ス で あ り， 英語学習に

楽 しさや面 白さを見出 して い る者が学業成績の 上 で は全体的に あま り伸 びない傾 向にある こ とが

分か る 。 英語学習にお い て も，高校 1 年生 で はすで に楽 しさや面 白さだ けで はな く，様々 な価値

に よっ て学習行動 が決定 されて英語力 が伸びて い る と考 えられ る。藤田 （2005）は，学力の 向上

に働 く重要な要因 として受験圧力がある ことを指摘 して い る 。 英語 学力の 向上を目指すた め には，

受験 で の 英語学習 を改めて肯定的に捉 えるとともに，授業 の 単位認定に 関わ っ て英語検定等 を活

用す るとい っ た 取 り組み も有効で あ る と予測 され る 。 今 日の 日本にお い て ， 進路に関わ り英語学

習の 重要性や価値 を内面化 させ るための 取 り組み を行 っ て い く必要がある と言えよ う。

6．9 セル フ ・ハ ンディ キャ ッ ピングと遅延

　表 6 の F2 と F3 を見れば分 か る ように ，
セ ル フ ・ハ ンディ キ ャ ッ ピ ン グが 高い 場合，公 的獲

得価値も高い傾向にあるこ とが分か っ た
。

し か し
， その 中には 2 つ の タイ プがあ り ， 遅延が 見 ら

れる場合 と見られない 揚合が あ り，遅延 が見 られない 場合は私的獲得価値が低い 傾向にある こ と

が分か っ た
。

こ の こ とか ら， 英語学習が人 か ら尊敬 され る上で有用なもの であると考えてお り，

人に対 して 自分をよく見せ たい とい う思い がある揚合に セ ル フ ・ハ ン デ ィキ ャ ソ ピ ン グを行 う者

がい る と言える。そ うしたセ ル フ ・ハ ンディ キ ャ ッ ピ ン グを示す者 の 中で，英語学習が 自己を成

長させ る上で役立 た ない と考え て い る場合，遅延が 見 られ る傾向がある こ とが分か る 。 この こ と

か ら， 遅延 して い る者に は，認知療法的に，遅延 を引き起こ して い る原因を考えさせ
， 人か らよ

く見 られた い と言 う思い と自分に と っ て成長 させ るよ うな もの で はない とい う思い との 間の バ ラ
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ン ス を取 らせ る ように カ ウン セ リン グ し て い くこ とで 問題が軽減 され る可能性が あ ると言 え よ う。

　また
， 表 3 の F1 と F2 の 結果か ら

， 防衛的悲観主義を行 う学習者の 中に は，少なくとも 2 つ

の タイプ がある こ とが分か っ た。 1 っ の タイプは，セ ル フ ・ハ ン ディ キ ャ ッ ピ ン グが見 られ る場

合で あ り，英語学習が難 しい と感 じて お り，自尊心 の低 い タイ プで あ る。もう 1っ の タイ プは，

セ ル フ ・ハ ンデ ィ キャ ッ ピ ン グが見 られない場合で あ り，英語学習に対す る嫌悪感が低く自己効

力感 が高い タイプ で ある。セ ル フ ・ハ ンディ キ ャ ソ ピ ン グが 学習の 妨げになるの に対し，防衛的

悲観主義 が学習 を促す もの で あ り，
セ ル フ ・ハ ン ディ キ ャ ッ ピ ン グ と防衛的悲観主義 との 両方 の

行動が見 られるこ とは，防衛機制の 行動が場面や状況に よ っ て よ り適応的なも の に変わ る とす る

Valliant（1977）の 階層モ デル にお い て も適合 して い る資料で ある と考える こ とがで きるで あろ う。

　さらに，表 6 を見れ ば分か るよ うに，遅延 とい う行動は，行動傾向で考えれば当然の こ とと言

え るが
， 英語学習に対する勤勉性 と逆の 傾向で ある と考え られ る。そ の こ とか ら，先述の 勤勉性

が 高まる取 り組みを行 えば，遅延 も低下す る と考え られ よ う。 こ うしたこ とを併せ て考 えれば ，

セ ル フ ・
ハ ンデ ィ キ ャ ッ ピ ン グや遅延は ，単に生活指導上の 問題や しつ けの 問題 として だけ片づ

けるの で はな く，英語学習課題価値 の 育成に関わ る問題 と して も捉えて い くこ とが 必要で あると

考 えられ る。こ うした英語学習課題価値に対す る見方が，将来，英語の 授業の 楽 しさや面 白さだ

けで はな く， 様 々 な多様な価値へ の 視点 を広げ ， よ り英語教育を豊か に発展 して い く こ とがで き

る と言 えよう。

謝辞　ご協力 して い ただきま した生徒 の 皆 さんや先生 方に心 よ り感謝の 辞を 申し 上 げます 。
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